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昭
和
五
十
一
年
度
行
事
報
告

○
第
十
五
回
大
会
七
月
十
二
日
於
・
北
斗
学
園
大
学

理
　
事
　
会

総
　
　
　
会

　
昭
和
五
十
年
度
行
事
・
会
計
・
会
計
監
査
報
告
を
承
認

決
議
事
項

　
一
、
薪
役
員
と
し
て
次
の
各
氏
を
選
出
。

〔
会
　
　
長
〕

〔
会
計
監
査
〕

〔
理

　
　
〔
幹
　
　
事
〕

　
二
、

　
　
定
と
す
る
。

　
三
、

　
四
、

　
　
爾
貝
行
麿
、

　
　
土
屋
　
博
、

研
究
発
表
会

　
一
、

浅
井
正
三

赤
城
　
泰

石
沢
三
郎
、

佐
藤
日
吉
、

山
崎
保
興

雨
貝
行
麿
、

伊
藤
貫
一
、
宇
野
光
雄
、
大
出
　
哲
、

菅
沼
英
二
、
土
屋
　
博
、
三
原
武
夫
、

次
期
大
会
は
七
月
十
一
羅
（
月
）
、
植
木
幹
雄
、
宇
都
宮
輝
夫
、
近
野
　
亘

　
　
　
北
海
道
大
学
に
お
い
て
行
な
う
予

公
開
講
演
会
は
、
山
崎
保
興
氏
に
依
頼
す
る
。

『
基
督
教
学
』
第
十
二
号
の
編
集
委
員
と
し
て
次
の
各
氏
を
選
出
。

　
　
　
　
宇
都
宮
輝
夫
、
宇
野
光
雄
、
近
野
　
亘
、
菅
沼
英
二
、

　
　
　
　
山
崎
保
興

『
ロ
ー
マ
蛮
一
嘗
解
離

に
お
け
る
バ
ル
ト
の
解
釈
学

　
　
　
　
　
　
　
北
海
道
大
学

宇
都
宮
輝
夫

　
二
、
神
学
の
主
題
に
関
し
て
i
神
の
問
題
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
星
学
園
大
学
　
雨
貝
行
麿

　
三
、
青
年
期
に
お
け
る
宗
教
意
識
に
関
す
る
実
証
的
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
私
学
教
育
研
究
所
研
究
員
中
村
陽
三

　
四
、
ガ
ラ
テ
や
書
に
関
す
る
パ
ウ
ロ
の
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
基
督
教
会
旭
川
教
会
木
下
順
治

　
五
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る
王
権
一
特
に
詩
篇
二
篇
と
一
〇
一
篇

　
　
　
と
の
関
連
で
1
　
　
　
北
海
道
罫
書
学
院
R
・
W
・
マ
ー
チ
ィ
ン

○
公
開
講
演
会
　
十
一
月
六
田
、
於
・
旭
川
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

　
「
聖
書
考
古
学
と
現
代
の
課
題
ー
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
帰
っ
て
i
」
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者
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東
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大
学
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舎
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宇
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北
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大
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助
手
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